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１ 概況

鹿児島県では梅雨前線の活動が活発化し，7月18日から7月23日にかけて薩摩地方北部

を中心に記録的な大雨となった。7月18日からの総降水量は多いところで1000mmを超す

アメダス観測所（以下観測所名は全てアメダス）が2箇所あり，紫尾山では1237mmとな

った。

18日に関東南岸から朝鮮半島南部を通り黄海にのびていた梅雨前線はゆっくり南下

し，22日朝には九州南部付近に達した。梅雨前線はその後再び北上し，23日朝には九州

北部付近まで北上した。この間，梅雨前線に向かって湿った空気が流れ込み地形的な影

響や九州のすぐ西海上で急速に発生・発達する積乱雲の影響で薩摩地方北部を中心に記

録的な大雨となった。特に前線が最も南下した22日朝の内から夕方にかけ，激しい雨が

連続して降った。この大雨により，河川の氾濫や土砂災害により死者5名がでたほか，

浸水被害等が多発した。また，道路の通行止めなど交通機関にも大きな影響がでた。

２ 大雨の状況

梅雨前線が九州北部沿岸にあった19日昼頃までは数ミリのにわか雨がぱらつく程度で

あったが，夕方から夜には20mm以上の強い雨が局地的に出現した。梅雨前線が九州北部

付近に南下する20日から21日までは断続的に30mm～40mm前後の激しい雨が薩摩地方北部

を中心に降った。梅雨前線対応の降雨帯が熊本県から鹿児島市付近まで南下し，再び熊

本県まで北上する22日から23日朝の内にかけて途中小康状態はあったが，さつま柏原で

１時間に88mmの猛烈な雨が降ったのをはじめ30mm～60mm前後の激しい雨が連続して降っ

た。また，矢止岳では21日20時30分までの1時間に68mmを観測し，1時間降水量の記録を

更新した。

18日0時の降り始めから23日12時までのアメダス総降水量は薩摩地方北部では500mm以

上の観測所が多く，紫尾山1237mm，大口1087mm，阿久根847mm，さつま柏原733mmとなっ

た。また，22日のアメダス日降水量は，阿久根509mm，出水305mm(※)，大口399mm，さ

つま柏原376mm，矢止岳276mmとなり，各観測所のアメダス日降水量の記録を更新した。

今回の大雨の特徴は発達した雨雲が非常に狭い範囲に長時間にわたり断続的に流れ込

んだことと，地形的な影響で雨雲が陸上に入りさらに発達したことなどにより短期間に

記録的な大雨をもたらしたことである。

※ 22日13時までの雨量（22日14時以降は観測機器一部浸水のため欠測）

18日00時から23日12時までのアメダス総降水量と平年値（平年比100％以上）

阿久根，大口，紫地点名 降水量(mm) 7月の月降水量 月降水量の平年値

尾山の総降水量がの平年値(mm) との比較(％)

平年値の2倍以上と阿久根 847 351.9 241

なっている。出水市(注) 515 372.8 138

大口 1087 490.9 221

(注)紫尾山 1237 570.8 217

出水の降水量はさつま柏原 733 438.0 167

22日13時までの中甑 294 280.0 105

値川内 390 331.0 118

矢止岳 624 449.9 139

溝辺 554 428.3 129
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